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匠の技ここに


　手際よく着物を洗う、だるまや京染本店5代目、八木一夫さん。独自の技術で商品やサービスを、長年提供している9店舗を「匠たくみの店」として初めて市が認定しました。

　今号では、匠の店に認定した技術などを紹介します。
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　平塚市には、長年の経験や豊富な知識で生み出された優れた技術で、商品やサービスを提供する匠（たくみ）の店がある。洗練された技術は、変わりゆく時代の中でも客のニーズに応え、受け継がれている。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107


技術　昔ながらの伸子（しんし）張り

①だるまや京染本店 明石町5-7　電話：0463-21-1411
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伝統の洗い張り

　「生地の幅を整えながら、いかに小じわを消すかが鍵なんだ」と語るのは、だるまや京染本店5代目の八木一夫さん（表紙写真）。

　明石町に呉服屋として店を構えて102年。色とりどりの反物が並ぶ店の奥にある作業場。着物を乾かすために室温を上げた作業場では一夫さんと6代目の八木賢一さんが額に汗を浮かべながら着物を洗っている。

　2人は「洗い張り」という、着物を解いて洗い、しわを伸ばしながら乾かす昔ながらの方法で、着物を手入れしている。

　洗い張りは、着物を反物に解いて裏地の胴裏と八掛（はつかけ）、そして表地の三つの反物に戻すことから始める。「解くといっても縫い目の糸を全てとらなきゃいけないから大変なんだ」と話す一夫さん。反物に戻した着物は、専用の洗剤とたわしで水洗いして汚れや、のりを落とし乾かす。洗って、ほつれた部分を元に戻した後、しわを伸ばし、のりを引いて仕上げる。着物1枚に1週間程度費やす、手間と時間が掛かる作業だ。

　「しわの消し方は生地の性質によって変えてるよ」と話す一夫さんらは、「伸子張り」と「湯のし」という方法でしわを消している。胴裏などの生地が縮まない「ヒラもの」は伸子張りでしわを伸ばす。伸子張りは、約8メートルの反物に伸子を2センチ間隔で張り、竹のしなりを利用してしわを伸ばす方法だ。桃山時代から続くといわれる伸子張りは、着物の本場、京都でも今ではほとんど見られなくなった。

　ヒラものに対し、水につけると縮んでしまう「シボもの」は湯のしといわれる方法で、反物に蒸気を当てながら両側から引っ張り、生地の長さを整えながらしわを伸ばす。「手間は掛かるけど、伸子張りや湯のしは袖の縫い目の消えにくい小じわがなくなって、つやも出るんだよ」という一夫さんは、両手足を器用に使い、湯のし機で小じわを消していく。「良いものを安く提供すること」を信念に、伝統の技術を引き継いでいる。



着物の豆知識


胴裏……着物の裏地に使われる白い部分の生地。

八掛（はつかけ）……着物の裏地に使われる裾部分の生地。

ヒラもの……水に濡れても縮まない反物（紬（つむぎ）や羽二重（はぶたえ）など）。

シボもの……水に濡れると縮む反物（縮緬（ちりめん）など）。




匠の技を伝える

　「伝えることをおろそかにしたくない。職人だからこそ、見せ方にこだわりたい」と話す賢一さん。前職でIT企業に勤めていた経験を生かし、7年前にウェブやブログを開設。仕事を紹介している。「初めは自分の日記代わりでした。次第にお客さまから『ブログ見たよ』との反響をいただき、私も伝える喜びを感じながら書いています」と語る。

　また、作業場を開放し、洗い張り体験教室などを開催している。「多くの方は、着物を着る機会がほとんどありません。成人式に着なければ、一生着ないという方もいるでしょう。そういう方たちが着物に興味を持ってくれるのはとてもうれしいですね」と話す賢一さんは、自身も楽しみながら教室を開いている。




接客は人付き合い

　「お客さまが着物を染め直すにしても、染みがあるのか、地味だからなのか、何か理由があるはずです。そういった根本の悩みを解決することが私たちの仕事です」と語る賢一さん。

　だるまや京染本店では、洗い張りだけでなく、着物の染め直しや仕立てなどもしている。着物を洗う職人としての役割だけでなく、客の悩みを解決する手段を提案することも大切だ。「さまざまな相談を解決するには仕立てなどの予備知識がとても大切で、多くのことを勉強しました」と話す賢一さんのもとには、成人式や結婚式に着る着物の相談に多くの客が訪れる。「単なるお客さまと従業員の関係ではなく、1人の人間として付き合っていきたい。その付き合いが自分たちの子どもや孫の代まで続いていくと最高に幸せですね」と見せる笑顔は、呉服屋としてのやりがいに満ちていた。
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①「色が落ちると大変なんだ」と話しながら反物をたわしで洗う一夫さん②「冬は冷たくて大変だよ」と二人で話しながら水洗いをする③晴れた日は洗った着物を外で干す④反物のしわを伸ばす伸子。先には針がついている⑤伸子を2センチ間隔で張り、しわを伸ばす⑥のりを引いて、つやを出す⑦慎重に湯のし機でシボものの小じわを消していく一夫さん



匠の店って何？


　匠の店認定事業は独創的・伝統的な技術を認定し、商業全体の活性化を目指している。市民に店舗の良さを知ってもらうことで「匠の店」の利用を促進する。

　対象は、手作業にこだわった伝統的な技術などで製造した商品を販売する店舗やサービスを提供する店舗。審査員の中小企業診断士、県産業技術センター主任専門員や消費者が、書類審査や審査員が直接店舗を訪れる臨店審査を経て認定する。認定した店舗には、認定証と記念品を贈呈する。

審査基準

①技術・技能の評価　技能検定資格や受賞歴があるなど

②技術・技能の内容と活用　技術にこだわりがあり、特に優れているなど

③市内の商業振興への貢献度　積極的に各種イベントを開催、外販などの活動をしているなど

④顧客からの評価　業績が安定している、市内での知名度が高いなど

⑤事業の継続性　経営者の活動目標や方針が明確になっている、事業を引き継ぐ後継者がいるなど



認定　匠の店


③ テーラー八田

　明石町11-20　電話：0463-21-2658

　採寸から仕立てまでの全工程をする技術は希少。独自の採寸技術により着ていることを感じさせないスーツを目指している。



④ 泰平商事（肉の石川）

　西真土1-3-8　電話：0463-33-6111

　肉の部位を見極めたカット技術によりさまざまなニーズに対応している。全国レベルのコンテストでの受賞歴もある。



⑤ 湘南いぶし

　四之宮3-19-11　電話：0463-33-9085

　独特の技術で生み出された「たたみいわしの燻（くん）製」は、数々の受賞歴もあり、市の名産品にも認定されている。



⑥ 桝（ます）屋

　明石町6-11　電話：0463-22-2627

　刃物を研ぐ技術に対するこだわりと、修行で習得した知識がある。技術体験会も開催し、市民の生活に役立てている。



⑦ 荒井だるま店

　東八幡4-11-22　電話：0463-21-6096

　100年以上続く伝統的な技術は神奈川県内でも希少である。干支（えと）だるまに代表される時代に合わせた商品作りもしている。



⑧ 高橋履物店

　明石町12-10　電話：0463-21-2359

　全鼻緒のすげ込みは、近隣市町村でも希少な技術。長年の対面販売の経験から、顧客に合わせて調整することができる。



⑨ 東曜印房

　明石町1-5　電話：0463-21-0181

　修行で習得した技術にこだわりがあり、手彫り印章を主体とした伝統を今に伝える。厚生労働大臣賞など多くの受賞歴がある。
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販売　名産品で商業を振興

②髙久（たかく）製パン 老松町10-18　電話：0463-21-2614


[image: 販売　名産品で商業を振興]



全国に揚げたてを

　「昨年は、北は宮城県、南は熊本県まで出張販売しました。依頼があればどこでも行きますよ」と話すのは髙久製パンが経営する桜ケ丘のシャンパンベーカリー店長、髙久直輝さん。髙久製パンは湘南ひらつか七夕まつりや平塚商業まつりなど市内のイベントはもちろん、全国約70カ所のイベントに出店し、弦斎（げんさい）カレーパンなどを販売している。開発した平成14年からレシピをほとんど変えていないという弦斎カレーパンは、市の名産品にも選ばれている。パンの生地には、地元で作った米のキヌヒカリを混ぜて、カレーには、福神漬けを加えることで、「カレーライスのようなカレーパン」というキャッチフレーズを表現した。今では年間28万食を販売している。

　揚げたてにこだわり、全国どこにでも揚げ物調理器具などを運び、冷凍した生地を現地で解凍・発酵して揚げている。「やはり揚げたてが一番おいしいですから」とほほ笑む髙久さん。弦斎カレーパンを入れる袋や箱も、工夫を凝らして魅力を伝えている。髙久製パンでは従業員の提案や客の声を基に新たな商品開発やサービスを始めることもあるという。「箱のデザインは女性のスタッフの提案でした」と話す。お土産で持って帰りやすく、もらった人にも失礼がないように、と作った箱には髙久製パンの心遣いが詰まっている。
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多くのパンが並ぶ店内
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シャンパンベーカリーで弦斎カレーパンを揚げる髙久さん





パン作り教室

　夏休みや3月の卒業シーズンには小学生や保護者を対象に、パン作り教室や子ども店長など、パンの製造や接客を体験する機会を提供している。体験を通して食べ物のありがたみや、パンを作る楽しさを感じてもらうのが目的だ。「将来の夢にパン屋さんを挙げる子どもたちはたくさんいますが、現在のパン業界は人材難です。子どもの夢をつないでいく手助けをしたいです」と語る髙久さんは、同時に自身のやりがいにもつながっていると話す。「子どもたちから『髙久製パンが好きです』とか『おいしかったよ』という手紙をもらうとおいしいパンを作る原動力になります」と笑顔を見せる。

　学校給食でも親しまれている髙久製パンは、多くの子どもたちから愛されている。



匠の店が協力して商業振興


　5人の審査員が書類と臨店の審査をし、匠の店を認定した。臨店審査では、説明を受けながら、実際に匠の技術を見て審査した。

　審査委員長を務めた、ササオコンサルティング代表の笹尾明さん（次写真中央）は「個人店の魅力は売り物と売り方にある」と話す。個人店は大手量販店と比べ、商品を数多く販売できないが、独自の技術で一つ一つを丁寧に加工し、違った付加価値を付けることができる。また、客と密にコミュニケーションをとって販売できることもメリットだ。「お客さまは同じものを買うにしても、目的が同じとは限りません。個人店は、お客さまの真の目的を聞いて別の選択肢を提供することもできます」と個人店の魅力を語る。

　匠の店では、店の雰囲気づくりにも力を入れる店舗が多く、商品に合った雰囲気を漂わせる。「店に一歩踏み込むと店主が何を売りたいのかわかるような雰囲気作りは、スーパーや百貨店ではできません」と笹尾さんは評価する。

　今回初めて認定された匠の店は、認定するだけではなく、今後は店の体験ツアーや匠の店同士でコラボレーションをできればと笹尾さんは話す。今まで「点」であったものを「線」にして、いずれは「面」にできるように市全体で力を上げて、商業の活性化を目指していく。
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[image: 市県民税・所得税の確定申告は3月16日（月）までに]


　申告期間の初日や最終日、月曜日は窓口が大変混雑しますので、時間に余裕を持ってお越しください。市役所の駐車場は西八幡臨時駐車場です。申告期間中は大変混雑しますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

問：市民税課　電話：0463-21-8766・8767




市県民税の申告

　収入がない方も申告してください。確定申告をする方や、収入が給与だけで勤務先が市に給与支払報告書を提出する方は不要です。




所得税の確定申告

　次のチャート図「申告内容と会場」で申告会場を確認してください。市役所では所得が給与や年金だけの簡易な申告を受け付けます。確定申告書は、自宅のパソコンでも作成できます。詳しくは国税庁ウェブでご確認ください。
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年金所得者の申告

　公的年金などの収入金額が400万円以下で、公的年金など以外の所得金額が20万円以下の場合、所得税の確定申告は不要です。ただし、医療費控除・社会保険料控除・生命保険料控除・扶養控除などを追加して申告することで、所得税の還付を受ける方、平成27年度市県民税が減額となる方は、所得税または市県民税の申告が必要です。

　所得税の還付を申告した方は市県民税の申告は不要です。




公民館での申告受け付け

　受け付け内容は、本館1階多目的スペースと同じです。旭北2月5日（木）午前9時30分～正午。城島2月2日（月）・豊田3日（火）・岡崎4日（水）・神田6日（金）・金目9日（月）・金田10日（火）・吉沢12日（木）、午後1時30分～4時。




申告に必要なもの

　①印。認め印でもできます。②所得を証明できるもの。給与や公的年金の源泉徴収票の原本など③国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料などの納付額が分かるもの④生命保険料・地震（旧長期損害）保険料の控除証明書⑤医療費の領収書。合計額をあらかじめ計算しておき、領収書を入れるための封筒などは各自で用意してください⑥平成26年中にした控除対象になる寄付金の領収書⑦事業所得や不動産所得がある方は、収支内訳書と帳簿など収支の分かるもの⑧還付申告の方は本人名義の銀行口座が分かるもの。




住宅借入金等特別控除

　所得税の住宅借入金等特別控除を受ける方は、3月16日（月）までに確定申告をしてください。期限を過ぎると、市県民税の控除が受けられない場合があります。




確定申告書の事前送付を廃止

　申告書の代わりに、はがきなどで申告書の作成に必要な情報をお知らせします。平成25年分以前に、確定申告書をパソコンで作成した方のうち、平成26年分も申告が必要と思われる方が対象です。

問：平塚税務署　電話：0463-22-1400




障がい者控除対象者の認定書

　認定を受けた65歳以上の本人とその扶養者は、障がい者手帳などがなくても、確定申告で障がい者控除を受けられます。

　次のいずれかに該当する方①要介護4～5で、要介護認定の「障がい高齢者の日常生活自立度」がB1以上②要介護認定の「認知症高齢者の日常生活自立度」がⅢ以上③身体障がい者1～6級に準ずると医師に診断されている。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-9622




納付額を1月中に通知します

　①国民健康保険税②後期高齢者医療保険料③介護保険料を納付書や口座振替で納めた方に昨年1年間の納付額を郵送でお知らせします。

　年金からの天引きだけの方は、日本年金機構などから届く「公的年金等の源泉徴収票」をご利用ください。

問：①は保険年金課保険税担当　電話：0463-21-8775②は同課後期高齢者医療担当　電話：0463-21-9768③は介護保険課　電話：0463-21-8790へ。




事業用償却資産の申告

　固定資産税の事業用償却資産は2月2日（月）までに本館7階の固定資産税課に申告してください。

　1月1日現在、減価償却費が所得の計算上、損金または必要経費として算入される、土地・家屋を除く、構築物・機械装置などの市内の事業用償却資産が対象です。

問：固定資産税課　電話：0463-21-8768




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、1月19日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


高等学校などの修学支援生


　高等学校などに進学する生徒を経済的に支援します。

　次の条件を全て満たす方①市内在住②中学校を卒業または中等教育学校前期課程を修了し、今年高等学校などに進学③経済的な支援が必要④学業成績と品行が良い⑤教育委員会が定めるもの以外の返還義務のない奨学金を受けていない⑥生活保護法第17条第2号の生業扶助の支給を受けていない。

　月額は教育委員会が定めた7000円以内。40人（選考）。

募：2月6日（金）までに、市立中学校の生徒は在籍中学校にある申請書を、同校へ。市立中学校以外の生徒は豊原分庁舎1号館1階の教育総務課　電話：0463-35-8118にある申請書を、直接、同課へ。



サン・サンスタッフ


　サン・サンスタッフ（学校司書）として、小・中学校の図書館で資料収集や読書指導の支援などをします。

　司書・司書補・司書教諭いずれかの資格がある方。勤務は年108日・月12日まで、1日5時間。時給960円。3年間の登録制で4月から必要に応じて採用します。応募時に、面接試験の日程を決めます。

募：市販の履歴書に写真を貼り、本人が直接、1月19日（月）～2月6日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に、豊原分庁舎1号館1階の教育総務課　電話：0463-35-8116へ。



教育委員会の嘱託員


　学芸事務補助1人。4月1日以降採用。雇用期間は1年以内。1次試験は1月30日（金）。

募：豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市ウェブにある申込書を、本人が直接、1月16日（金）～26日（月）の平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。



市いじめ防止基本方針（素案）へご意見を


　素案は2月13日（金）まで、公民館や市ウェブでご覧いただけます。

募：意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、2月13日（金）までに、豊原分庁舎1号館1階の教育指導課　電話：0463-35-8120　FAX：36-5488　メール：k-shidou@へ。



駅前広場地下道の広告板


　48カ所（先着順）。使用期間は4月1日～平成28年3月31日。年額8万4000円～14万4000円。

募：本館6階の土木総務課　電話：0463-21-9847や市ウェブにある申請書を、直接、2月9日（月）から、同課へ。



囲碁の級位認定大会


　3月1日（日）午前9時15分受け付け開始。勤労会館。県内在住の級位者。2500円・高校生以下1200円。

募：必要事項・年齢・現在の級位を、往復はがきで、2月18日（水）までに、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



目指せ未来の消防士


　少年消防クラブ員になって消防の仕事を勉強してみませんか。放水の訓練をして毎年1月にある出初式で披露したり、救命処置などを学んだりします。

　活動期間は4月～平成28年3月。市内在住で4月に小学校5・6年生に進級する方30人（抽選）。

募：小学校や市ウェブにある申込書を、郵送または直接、2月20日（金）までに、消防庁舎2階の予防課　電話：0463-21-9728へ。



再生家具を提供します


　粗大ごみから再利用可能な家具を修理・再生して、提供します。50個程度（抽選）。1人1点。修理費用程度を負担。

募：2月1日（日）～9日（月）、午前9時～午後4時（9日は正午まで）に、四之宮7-3-5のリサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で現物を確認して、申込書を直接、同プラザへ。



食品と放射能講座


　「放射能汚染からの食と農の再生に向けて」がテーマです。食品と放射能の関係について理解を深めませんか。

　2月11日（祝）午後2時～4時。市民活動センター。50人（先着順）。1歳以上の未就学児の保育も4人まであります。

募：講座名・氏名・電話番号・保育希望の有無を、電話またはメールで、1月20日（火）から、市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。




お知らせ


統一地方選挙の事前説明会


　出席は1候補者3人まで。

県議会議員選挙（4月12日投票日）の立候補予定者　3月12日（木）午後1時30分〜3時30分。本館5階519会議室。

市議会議員・市長選挙（4月26日投票日）の立候補予定者　2月7日（土）午後1時30分～4時。勤労会館。

問：選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795



土曜日に電子申告の電子証明を発行


　1月24日・2月28日、午前8時30分～正午の土曜開庁では、国税の電子申告に使う電子証明書の新規発行・更新、パスワードの変更が、本館1階の市民課でできます。

問：市民課　電話：0463-21-8773



農林業センサスを実施


　農林業の実態を把握するために、対象となる農林業を営む方へ、1月下旬から調査員が伺います。

問：行政総務課　電話：0463-21-9754



宝くじ助成金で備品整備


　豊田地区自治会連絡協議会が、自治総合センターの宝くじ助成金で、パソコンや周辺機器一式（次写真）を整備しました。

　自治総合センターは、宝くじの収益金で、さまざまなコミュニティー活動を応援し、助成事業を進めています。

問：協働推進課　電話：0463-21-9618
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文化財を大切に


　1月26日（月）は「文化財防火デー」です。市内の文化財を火事や自然災害などから守るため、防火基準に合っているかなどを調査します。大切な文化財を後世に伝えるため、ご協力ください。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124



花カフェを開きます


　お茶を飲みながら、平塚産のバラやカーネーションなどを使ったフラワーアレンジメントを体験できます。

　2月8日（日）午前10時30分～午後2時30分。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。40人（当日先着順）。500円。

問：農水産課　電話：0463-35-8103



ちゅうおうFESTA


　中央公民館の利用団体が、芸能発表や作品展示などをします。

　1月23日（金）～25日（日）、午前9時～午後5時（25日は午後4時まで）。中央公民館。芸能発表は、24日・25日です。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111



八幡山の洋館「遊館日」


　オーボエのコンサートを開きます。

　1月21日（水）午後2時～3時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。60人（当日先着順）。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124



産業活性化セミナー


　市内企業のPRや大学との連携について、パネルディスカッションなどをします。

　1月26日（月）午後3時～5時。東海大学湘南キャンパス11号館（北金目4-1-1）。100人（当日先着順）。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758



美術館で創作ダンスのパフォーマンス


　美術館で開催している「小田薫の彫刻　記憶の住処（すみか）」展の関連イベントです。

　1月24日（土）午後4時～4時45分。美術館。

問：美術館　電話：0463-35-2111



平塚市ごみ通信


　ごみの分け方や出し方、処理量などをお知らせする「平塚市ごみ通信」を、4月・8月・12月の年3回発行しています。市ウェブや公民館でもご覧いただけます。

問：循環型社会推進課　電話：0463-21-8796



湘南百番寄席　立川談幸・晴の輔二人会


　3月7日（土）午後5時30分開演。市民センター。

　チケットは1月16日（金）午前10時から、市民センター内のまちづくり財団文化事業課などで販売。前売り券2500円、当日券3000円。電話予約は同課へ。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237



湘南里川づくりフォーラム


　里川らしさについて、講演会などをします。

　1月25日（日）午前10時～午後3時30分。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。200人（当日先着順）。

問：県湘南地域県政総合センター企画調整課　電話：0463-22-9186



相模人形芝居大会


　伝統ある人形芝居を市内の前鳥（さきとり）座など5つの団体が披露します。

　2月14日（土）午前11時30分開場。南足柄市文化会館（南足柄市関本415-1）。

問：南足柄市市民活動課　電話：0465-73-8036



湘南の魅力まるごと　観光クイズラリー


　吾妻山公園（二宮町山西1084）の菜の花を見ながらクイズをしませんか。正解者には賞品を贈ります。

　1月31日（土）午前9時～午後2時。雨天の場合は、2月1日（日）に延期。1日も雨の場合は中止。

問：二宮町産業振興課　電話：0463-71-3311




就職を目指す方を応援します

パソコン講座


　エクセルの基本的な技術を身につけましょう。

　2月26日（木）・27日（金）、全2回、午前9時30分～午後5時。勤労会館。市内または近隣市町村に在住で、就職を希望する15～39歳の方15人（先着順）。

募：電話で、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。


企業合同就職面接会


　求職者と企業のマッチングの場として開催します。約25社が参加し、その場で採用面接を受けられます。

　2月5日（木）午後1時～5時。厚木商工会議所（厚木市栄町1-16-15）。平塚市内または近隣市町村に在住の39歳以下の求職者。履歴書を持参し、面接にふさわしい服装でお越しください。

問：厚木市産業振興課　電話：046-225-2585




幼児・児童用ヘルメットの購入を2月28日（土）まで助成します


　消費生活用製品の安全性を保証するSGマークが付いた新品の幼児・児童用自転車ヘルメットを購入すると助成金が出ます。

　子ども1人につき1個1,000円まで。市内在住で、購入時に13歳未満の子どもの保護者。

　免許証などの身分証をご持参の上、事業協力店にある申請書を、店に提出してください。事業協力店の一覧など詳しくはまちづくり財団のウェブでご覧いただけます。

問：まちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108
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健康と福祉

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


こくほの健診・健康診査は2月末まで


　次に該当する方で、平成26年度まだ受診していない方は、早めに受診してください。

　①国民健康保険に加入している40歳以上②後期高齢者医療制度に加入している③生活保護を受けている40歳以上④過去に肝炎ウイルス検査を受けたことがない40歳以上⑤成人歯科検診対象の40・50・60・70歳、の方。

　①、③～⑤は3月31日時点の年齢です。

問：①は保険年金課　電話：0463-21-8776②～⑤は健康課　電話：0463-55-2111へ。



家族介護教室


　カロリーアップして、おいしく食べられる料理を紹介するクッキング教室です。介護者同士の交流会もあります。

　2月25日（水）午前10時～午後1時。中央公民館。高齢者を介護している市内在住・在勤の方ら20人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾・筆記用具。300円。

募：電話で、平日の午前10時～午後6時に、県栄養士会・地域活動部会菜の花会の高橋　電話：0463-61-4265へ。



健康教室


　保健センター。先着順。

①女性のための健康教室　リンパビクスもあります。

　3月1日（日）午前10時～午後0時30分。市内在住・在勤の30～59歳の女性40人。筆記用具・飲み物・タオル・運動できる服装・室内用運動靴。

②健診で血圧注意と言われたら　食事で下げる実践編　3月7日（土）午前10時～午後1時。市内在住・在勤の方40人。エプロン・三角巾・布巾。500円。

募：教室名・開催日・必要事項・生年月日を①は電話②ははがきで、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



地域活動支援事業の委託先を募集


　高齢者が楽しめる映像と音楽を利用して、介護予防に取り組む事業の委託先を募集します。

　介護予防事業をできる体制がある事業所・団体。選考。応募する事業所・団体は、2月5日（木）午後1時30分から本館3階304会議室で開く説明会に必ず参加してください。

募：市ウェブにある申込書を、郵送または直接、1月30日（金）までに、本館1階の高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



介護保険の臨時認定調査員


　被保険者宅などを訪問し、介護認定調査をします。

　介護支援専門員の資格があり、介護支援専門員登録証明書がある方17人程度（選考）。

　2月16日（月）、本館3階304会議室で面接。採用は4月上旬。月5日、午前9時～午後5時。時給1620円で、交通費は別途支給します（賃金は変更することがあります）。雇用期間は6カ月以内で、1カ月以上の中断期間を挟み、平成28年3月31日まで更新する場合もあります。

募：本館2階の介護保険課　電話：0463-21-8790で1月16日（金）から配る申込書と、証明書の写しを、本人が直接、1月30日（金）～2月6日（ 金）の平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。



住宅改修の受領委任払制度の事業者研修説明会


　2月13日（金）午後4時～5時30分。本館3階304会議室。介護保険制度が適用される住宅改修で、新たに受領委任払制度の利用登録をする事業者。

募：電話で、2月4日（水）までに、介護保険課　電話：0463-21-8790へ。



元気応援ポイントの説明会


　市内の介護保険施設などで、高齢者の話し相手や趣味を生かす活動をするとポイントがたまります。たまったポイントは市の名産品・平塚産の農水産物加工品の詰め合わせセットや交付金に交換できます。まずは説明会にご参加ください。

　2月3日（火）午前10時～11時30分。福祉会館。65歳以上の方。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



不登校・ひきこもり親子支援講演会


　親や支援者に求められる対応について臨床心理士が話します。参加者の悩みに答える質疑応答や、外出を促すゲーム大会もします。

　2月8日（日）午後1時30分～4時30分。市民活動センター。不登校・ひきこもりの子どもと保護者や支援者ら50人（先着順）。

募：電話で、特定非営利活動法人ぜんしん　電話：0463-23-1177へ。



市民公開講座


　口臭と、全身の病気の関係について話します。

　2月1日（日）午後1時開演。平塚プレジール（八重咲町3-8）。200人（当日先着順）。

問：平塚歯科医師会事務局　電話：0463-26-8255



山野草を楽しむ教室


　2月19日～3月26日の木曜日、全6回、午前9時30分～11時30分。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。市内在住の60歳以上の方24人（先着順）。筆記用具。1000円。

募：必要事項・年齢を、電話または直接、南部福祉会館　電話：0463-21-3370へ。



健康ウオーキング


　健康推進員と一緒に歩いて健康づくりをしませんか。崇善公民館（見附町30-2・次写真）で集合・解散して、平塚競輪場を見学する約6・5キロメートルのコースです。

　2月10日（火）午前9時15分～午後0時30分。午前9時から受け付け開始。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は、11日（祝）へ延期。11日も50パーセント以上の場合は中止。飲み物・タオル・帽子・雨具。お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111
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食品衛生責任者の講習会


　3月18日（水）午後2時～4時。市民センター。平塚市・大磯町・二宮町で、食品を取り扱う施設の食品衛生責任者。筆記用具・食品衛生責任者手帳・受講票。詳しくは、平塚保健福祉事務所ウェブをご覧ください。

問：平塚保健福祉事務所食品衛生課　電話：0463-32-0130



災害ボランティアコーディネーター養成講座


　災害ボランティアコーディネーターは、被災者とボランティア希望者の間に立つ調整役です。コーディネートに必要な知識や技術を学び、災害ボランティアセンターへの理解を深めませんか。

　2月21日・28日の土曜日、全2回、午前10時～午後4時。福祉会館。市内在住・在勤・在学で、全ての日程に参加できる方30人（先着順）。

募：電話または直接、平日の午前8時30分～午後5時に、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。
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　赤ちゃんと一緒に展覧会を楽しみましょう。作品を見たときの赤ちゃんの反応などを解説します。

　2月21日（土）・26日（木）、午前10時～10時30分と午前11時～11時30分の4回。美術館。0～2歳の赤ちゃんと保護者各15組30人（抽選）。

募：講座名・開催日時・参加者全員の必要事項・生年月日・赤ちゃんの月齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、2月5日（木）までに、〒254-0073 西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールは件名を「ワークショップ応募」に。
[image: 美術館　0歳からの鑑賞ツアー]





[image: 子どもの健康2月]


　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111


◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方や栄養、歯の衛生など　7日（土）午後1時30分～3時30分。妊婦とその家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方、呼吸法など　16日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とその家族。

★プレママ＆パパ　クッキング教室（予約制）　7日（土）午前10時30分～午後0時30分。妊婦とその家族。





◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯科健康診査（予約制）

　4日（水）午後1時～2時30分。19日、26日の木曜日、午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　3日（火）午前10時～11時。1歳3カ月児～1歳6カ月児。歯みがきイヤイヤ克服編。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　ブックスタートもあります。18日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。




◆育児相談

　身体測定や育児相談。4日、18日、25日の水曜日。午前9時30分～10時30分。




◆離乳食教室（予約制）

　離乳食の進め方など成長に合わせたコースです。

★5～6カ月児　13日（金）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　20日（金）午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　24日（火）午前10時30分～11時30分。



スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


少年少女マラソン大会の参加者を募集


　3月1日（日）午前8時～8時30分にShonanBMWスタジアム平塚正面玄関で受け付け、午前9時開会式、スタートは随時。荒天の場合は、8日（日）に延期。同スタジアムと総合公園。市内在住・在学の小学校5年生～中学生。小学生2キロメートル、中学生3キロメートル。

募：バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060にある申込書を、直接、2月3日（火）までに、同課へ。





USAリージョナルコンペティション神奈川大会


　チアリーディング・ダンスの競技大会。学校や企業のクラブチームなどが競います。

　2月7日（土）・8日（日）、午前10時開場。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。チケットはチケットぴあなどで販売中。前売券1800円など。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233





ナショナルバスケットボールリーグ


　東芝ブレイブサンダース神奈川-広島ドラゴンフライズ。2月14日（土）・15日（日）、午後2時試合開始。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。チケットはチケットぴあで販売中。前売券スタンド席一般2000円など。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




お知らせ掲示板



藤田達子（みちこ）七宝展

　見たこと、感じたことを七宝で表現します。

　1月27日（火）～2月1日（日）、午前9時30分～午後4時50分（1月27日は午後1時から、2月1日は午後3時まで）。美術館。

問：藤田　電話：0463-58-4416




学校に行かない子どもとどう付き合うかPart2

　心理カウンセラーによる講演と、参加者の現在の問題に講師が答えるグループ相談をします。

　2月21日（土）午後1時15分～4時30分。市民活動センター。

問：親の会パレットの三浦　電話：090-6157-3612



利用方法


　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。営利目的の宣伝、サークル・団体などの会員や受講者の募集は対象外です。

　また掲載対象は、市内で活動する個人または団体からのお知らせです。申込者または申込団体の代表者が、市内在住の場合に限ります。

　受付は、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日の午後5時です。なお、月末最終日が休庁日の場合は、それ以降市役所が最初に開庁する日の午後5時までです。

募：本館4階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。
[image: 利用方法]





27年度の広告を募集します


　広告は広告主が作成し、作成費用は自己負担です。

広報ひらつか

　発行部数は11万3000部で、市内の全世帯にポスティングでお届けしています。

　掲載は毎月第3金曜日号の4～7面など。応募が掲載枠数を超えるときはⓐ掲載期間が長くて枠数が多いⓑ市内に事業所がある、を優先します。同じ条件で重複したときは、抽選です。掲載位置は選べません。
[image: 27年度の広告を募集します]

市ウェブのバナー

　1カ月当たり約55万件のアクセスがある市の公式ウェブサイトにバナー広告を掲載しませんか。

　市ウェブのトップページ下段。14枠。1カ月単位で掲載できます。月額1枠当たり3万円、年度をまたがない場合は継続6カ月以上で2万7000円、継続12カ月で2万4000円。

　バナー画像は、縦60ピクセル×横120ピクセルなどの基準があります。

募：本館4階の秘書広報課　電話：0463-21-8761や市ウェブにある申込書を、郵送または直接、2月20日（金）までに同課へ。




[image: まちの話題写真リポート]



伝統の蒔絵（まきえ）万年筆

　1月15日に、パイロットコーポレーション平塚事業所（西八幡1-4-3）に「蒔絵工房NAMIKI（なみき）」が開館しました。

　同工房は、同社が手掛けてきた蒔絵万年筆などの漆芸品（しつげいひん）を展示する資料館。旧海軍火薬廠（かやくしよう）時代のレンガ棟を改築して公開しています。

　展示品は、人間国宝の職人らが手掛けた珠玉の品、約100点。蒔絵万年筆の製作風景も見学できます。開館時間は平日の午前10時～正午、午後1時～4時。入場無料。事前に同工房　電話：0463-35-7069への電話予約が必要です。

[image: 伝統の蒔絵（まきえ）万年筆]

[image: 伝統の蒔絵（まきえ）万年筆]
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子どもたちを守る

　12月から、松原小学校を含める5校に防犯カメラが設置されました。今年2月までに市立の小・中学校全43校にカメラの設置を完了する予定です。

　学校敷地内や校舎内への侵入防止だけでなく、犯罪発生を抑えるため、静かに子どもたちを見守り続けます。

[image: 子どもたちを守る]





囲碁のまち平塚

　子ども囲碁大会が12月14日に勤労会館でありました。

　勝ち数によって段・級位が上がる級位認定大会でもあります。中学生までの囲碁を打つ子ども99人が、日頃の研究の成果や腕試しにと参加しました。

　五つの階級に分かれ、4～6局を打った参加者によって、会場は活気に包まれました。

[image: 囲碁のまち平塚]





冬の世界を鮮やかに

　猛暑、台風などの天候不順を乗り越え、色鮮やかな花を咲かせたシクラメン。

　万田で花き栽培を営む、真壁達雄さんの農園では、たくさん並んだシクラメンの手入れや、出荷作業の準備に追われていました。

　大小さまざまな鉢に植えられ、老若男女問わず人気です。

[image: 冬の世界を鮮やかに]





「未」来を見つめて

　総合公園内のふれあい動物園で人気者の羊、パセリ。同園にいる4匹の羊の中では最も臆病です。年賀状用に写真を撮る人が多く来園していました。

[image: 「未」来を見つめて]





幼いうちから美術鑑賞

　キッズ鑑賞ツアーが12月14日に美術館であり、14組の親子が彫刻や絵画を鑑賞しました。

　子どもたちは、指を指したり、「目がいっぱいあって面白い」「暗くて怖い」など、作品の感想を親に伝えたりしていました。

[image: 幼いうちから美術鑑賞]
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地場産野菜などを販売

　平塚・大磯の若手農業者による即売会「美味花市（うまかいち）」が12月6日に紅谷町まちかど広場でありました。

　好天に恵まれ、多くのお客さんが来場。販売している農業者に野菜の調理方法などのアドバイスを聞きながら、採れたての野菜や色とりどりの花を袋いっぱいに買っていました。

[image: 地場産野菜などを販売]





戦争のない世界に

　原爆被爆体験をきく会が12月6日に花水公民館でありました。

　神奈川県原爆被爆者の会の中村雄子さんが、原爆の恐ろしさや戦時中の状況など、体験談を交えて話しました。

　終戦70年に当たる今年も、灯ろう流しや平和キャンペーンなどさまざまな行事を予定しています。

[image: 戦争のない世界に]





[image: 心の防犯灯]


ひったくりを未然に防ぎましょう



　バッグを腕や肩に掛けて歩いたり、自転車の籠に載せたりしている女性をひったくり犯は狙います。夕方から夜間の犯行が多く、バイクや自転車に乗って後方から近付き、追い抜きざまに奪うのが主な手口です。

　バッグは車道と反対側に持ち、自転車の籠には面倒でもひったくり防止用のネットやカバーを取り付けましょう。ちょっとした注意と心掛けで、被害を未然に防ぐことができます。

問：危機管理課　電話：0463-21-9863




次回納期の市税・手数